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立位X線所見（K-L I型） 

36歳女性（看護師）                                    右変形性関節症 

右膝痛が平成26年3月より発症、引越しにて神戸に、        

外傷歴・既往歴は特記すべきものなし。 

転居後4月16日市橋クリニック受診。 

内側型変形性関節症（半月板変性疑い）K-L I型と診断。 

初診時より Inducer（足の改善用具）の着用を開始。 

経過 

Inducer装着直後より右膝の疼痛は改善傾向あり、 

右膝痛改善により6月より看護師として職場復帰、 

日勤の病棟勤務を再開した。 

半年経過の現在においても Inducer（足の改善用具）は 

毎日仕事のみならず自宅でも使用して疼痛の改善を得ている。 

まとめ 

Inducerを装着することにより、直後より膝痛の改善を得られた。Inducer装着後、時系列の計測、静止時測定で裸足の際も体の

動揺性が縮小することが確認された。Inducer装着することにより、未装着でも歩行時の動揺が縮小したことを確認できた。 


